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 豊 か な 狛 江  

	 	 第 301 号（2025 年 8 月号）/	2025 年 8 月 1 日発行

 参議院選挙でも、自公与党過半数割れ！ 

    一方改憲勢力は 3 分の２を超える
	

	 第27回参院選は7月20日投開票され、改選124に欠

員補充の1を加えた125議席が確定しました。与党は

自民党が39、公明党が8の計47議席で、非改選の75

議席（自民62，公明13）をあわせても122議席で、

過半数の125議席には届きませんでした。	

	 立憲野党で統一した17の１人区では沖縄の「オー

ル沖縄」の議席を守り抜くなど12選挙区で勝利し、

与党過半数割れに貢献しました。他の政党では立憲

民主党は、票を大幅に減らしましたが改選前の38

議席を確保しました。日本共産党は3議席と改選7

議席の半数を下回り、非改選４を含めて７議席とな

り、議案提案権も代表質問権もなくしました。	

	 一方、国民民主党は21議席となり、予算を伴う法

案を単独提出できるようになりました。参政党は15

議席で、単独で参院に法案を提出することが可能と

なりました。日本維新の会は19議席です。	

	 改憲発議に必要な、参院の3分の2のラインは166

議席です。自民、公明に加え、日本維新の会や国民

民主党、参政党などの改憲勢力は181議席で３分の

２を維持しただけでなく増やしています。改憲	

	

発議を許さないとりくみが大変重要です。	

	 今回の参議院選挙は、物価高の中で暮らしを守る

消費税減税、コメ不足と農業を守る課題、米トラン	

プ政権の関税や軍事費増、医療費削減を許さないこ

とや、気象危機への対応など、「財界・大企業中心」	

と「アメリカいいなり」という自民党政治をただし、

暮らしや平和の危機を打開し、政治の閉塞状況を打

開することが重要な争点でした。	

	 しかし、女性蔑視や外国人差別、様々な分断を煽

り、デマを拡散するような動きは、自民党まで違法

外国人ゼロを公約にうたうなど選挙戦の真の争点

を覆い隠す役割を果たしました。	

	 差別・分断を持ち込み、国民の権利をないがしろ

にする政党、自民党の補完勢力が得票と議席を伸ば

した中で、これから日本の政治は大きな激動が予想

されます。暮らしを守る切実で様々な要求の実現を

目指す市民からの運動、共同の取り組みをさらに強

めていきましょう。	

	 ご感想、ご意見をお寄せください。
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  来年は狛江市長選挙 

     どんな市長を望みますか
	

	 都議選、参議院選と大きな選挙が続

きましたが、次はいよいよ来年 7 月の

狛江市長選挙です。私たちの暮らしに

直結する様々な行政課題に取り組む

ために、あなたが考える市長の条件は

なんですか。	 	 	 	

	 市民の声をきちんと聞いてくれる

か、都や国に物申し、必要なことは率

先してやってくれるか、市民の参加と協働のまちづ

くり、、、。	

	 私たちの市長にふさわしい人を選び出すために	

	

	

	

一人一人の思いを出し合いましょう。いろいろな繋

がりの人に呼びかけ、幅広い議論をしていくことが、

今、大切です。のんびりはしていられません。	

	

	

ノー・モア・ヒロシマ ノー・モア・ナガサキ 

７月 21 日（月）原水爆禁止 2025 国民平和大行進 

  午後 1 時から狛江駅北口広場でシンガーソングライ

ターの大熊啓さんが進行役を務め、新日本婦人の会

狛江支部の周東三和子さん、東京土建狛江支部の塩

野昌一さん、「こまえ狛江平和フェスタ 2025」実行委員

長の佐久間均さん、原水爆禁止２０２５年世界大会に

参加する八坂あみさん（東京外大３年）がリレートーク。 

合間に大熊さんが原爆詩人峠三吉の「にんげんを

かえせ」をアメイジンググレイスにのせて歌い、最後は

海外代表も一緒に歌えるようにとつくられた「FUTURE-

未来」を英語で全員合唱。 

場所を移して、午後 2 時から狛江駅南口ロータリー

近くのつつじ児童遊園から世田谷通りを経由して和泉

中央児童遊園まで、平和大行進横断幕を先頭に「憲

法九条を世界に広げよう」「政府は核兵器禁止条約に

参加しろ」と元気いっぱいピースコールしました。 

猛暑に関わらず約 40 人が参加しました。 

                （東野川 前土肥保） 
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増田善信さんの告別式でのＮＧＯ酸性雨調査研究会の権上かおるさんの弔辞を掲載させていただきます。 

弔	 	 辞	

	 増田善信さんの御霊前に、謹んでお別れのご挨拶

を申し上げます。	

増田さんと私は、1991年からのお付き合いです。

小さな環境調査のＮＧＯ酸性雨調査研究会でご一

緒でした。増田さんは代表委員、私は事務局長でし

た。研究者も市民も平等で、だれにでも「さん」付

けで呼ぶことになっていましたので、本日も増田さ

んと呼ばせていただきます。	

	 増田さんは、気象技術官養成所研究科を卒業後、

気象研究所を中心に現在の天気予報の中心である

数値予報のごく初期の開発から担当されました。ビ

キニ水爆実験時には、水爆による核の冬を世界で初

めて指摘した気象学者でもあります。核兵器廃絶の

活動にも全力で取り組まれました。同時に全気象労

働組合でも非専従の委員長も務めました。	

退職後は被爆者との約束から広島の黒い雨の増

田雨域を発表されました。また、数値予報が専門の

増田さんは、早くから地球温暖化問題を訴えてもお

られます。	

	 増田さんはご自宅で降った全部の雨の採取・分析

を行っていました。観測精神は晩年までもでした。	

	 国内外の調査旅行も何回かご一緒しました。東欧

のポーランド、チェコなどへ大気汚染調査道具を抱

えて、出向きました。増田さんは必ず交流の最後に

核兵器廃絶の署名を訴えます。増田さんのお話と真

摯な態度に感銘され皆さん署名していただきました。	

	 表参道クリスマスイルミネーション環境調査で

は、期間中の二酸化炭素排出量が２．２トンと計算

し、新聞報道されたことにより、スポンサーの日本

たばこは翌年降りました。	

	 なによりも私と２人での活動は、2011 年の福島

原発事故後です。事故後まもなく「恐れて怖がらず

ー放射線とつきあって生きていくために」の情報発

信を始めたことです。増田さんは原発の構造や安全

性の問題点、津波には非常に脆弱なことなどを、私

は食材や生活上のアドバイスを担当しました。講演

は切れ間なく依頼が続きました。	

	 増田さんは３回視察に訪れたチョルノブイリ事

故現場で、のどに甲状腺手術跡のある若者と会われ	

ていたので、なんとしても日本の子供たちに同じ経	

過をたどらせてはいけないの思いでいっぱいでし

た。のちに論文で、事故後青少年の屋外活動を制限

しなかったことが、日本でも 300 人を超える甲状腺

障害を生んだ原因と指摘されました。	

	 86 歳で「地球温暖化を理解するための異常気象

学入門」を上梓しました。当時、なぜ地球が温暖化

すると異常気象が増えるのかというメカニズムの

お話はほとんどなされていませんでした。増田さん

は、(1)地球大気すべてが高温になるのではなく、

地表面は高温化、高層は低温化すること、このため

大気の上下不安定が、局所的、短期的激甚気象を生

むこと(2)北極南極がより温度上昇することにより

赤道との温度差縮小。極から赤道への大気の流れが

縮小し、偏西風が弱まり長期的に同じ気候が続くこ

とを明確に指摘されました。15 年経った現在では

本書の指摘が現実の状況となっております。	

	 そして、増田さんの後半生のライフワークとなっ

た黒い雨	雨域の調査について、裁判所が増田雨域

を高く評価したことの喜びは、ひとしおでした。そ

して、高裁判決後は、上告しないよう求めるネット

署名をいち早く立ち上げました。	

その後、厚生労働省の黒い雨検討会に 2019 年か

ら初めて登用されました。お顔はニコニコとし言葉

は丁寧でありながら、原爆投下時の気象データがな

い、すなわち初期値のないシミュレーションは、ま

ったく意味をなさないと相手の反論を封じ込めた

のでした。	

昨年９月位にこれまですべて断ってきた自伝に

ついて「作りたい」と言われました。今年９月の

102歳の誕生日を目指して準備を進めてきましたが

間に合いませんでした。ぜひ完成の暁には、出版記

念会としのぶ会を兼ねた催しを企画したいと思い

ます。皆様にもぜひご参加いただければと願ってい

ます。	

増田さん	 あなたの笑顔を忘れません。生涯にわ

たる「世のため・人のため」の行動、ほんとうにあ

りがとうございました。	

心よりご冥福をお祈り申し上げます。	

2025 年 6 月 14 日	

権上かおる
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「子どもの権利条例」ってなに？ 
           周東	 三和子

	 狛江市では、現在「（仮称）子どもの権利条例」

をつくる議論が「子ども・若者子育て会議（以後子

育て会議）」で進められています。	

	 条例制定の主旨は、「子どもの権利条約や日本国

憲法、こども基本法の理念に基づき、子どもの身近

な生活の場である狛江という地域で、子どもが権利

の主体として自分らしく暮らすことができ、大人が

子どもの思いや考えを受け止め、子どもと大人が互

いに尊重しともに生きることができる狛江市にな

ることを目指し、その理念を共有し、実践していく

ために制定する」（逐条解説抜粋）とのことです。	

	

制定までの経緯	

	 2024年2月に市長から子育て会議に諮問があり、

その後リーフレットの作成、シール投票、WEBアン

ケート、アウトリーチヒアリング、外部委託による

子どもの意見聴取も行われ、大人向けの講演会など

が取り組まれました。子育て会議で条例案が作られ、

25年6月に条例案に対する大人向け、子ども向けの

ワークショップが開かれ、様々な意見が出されまし

た。これらをもとに子育て会議で条例案を練り直し、

市長に答申、市民説明会やパブコメを経て、25年12

月には制定、26年4月施行の予定だそうです。	

	

参加してみて	

３回の子育て会議の傍聴、大人向けワークショップ

に参加しましたが、ワークショップの運営は市民セ

ンター改修のときとは大違いで、発言がある程度取

り込まれているのが感じられました。子育て会議も

活発に意見交換がなされているようでした。	

	 他自治体では条例そのものを子ども向けに文章

化しているところもあり、狛江ではまだ行政文書っ

ぽいなと感じました。	

	

ワークショップで出された子どもの意見	

・無理やりやらせないでほしい。・自分だけ怒られ

るのはおかしい。・話しかけやすい大人がいてほし

い。・子どもの声を聴いて決めてほしい。・頑張っ

ているところを認めてほしい。・心や身体が疲れた

時に安心して休息したい。・何よりも、命がだいじ。 
 
 

命がなかったらなにもできない。・子どもの元気な

心を守ってほしい。・味方してくれる人がいるとう 
れしい。・自分の気持ちを相談できるところを増や

したい。・子どものことを大人ばかりで決めないで

下さい。・ほかの子と比べないでほしい。・もっと

自由に遊んだり、好きなことをするなど、自由な時

間を過ごしたい。など、本当にたくさんの声が出さ

れていました。 
＊ワークショップで出された声・意見は市のホーム

ページ「子ども・若者子育て会議」の議事録に添付

されていて読むことができます。	

	

「子ども権利条約」にうたわれている権利は大

人にも大切	

	 新婦人狛江支部では、「こまえ・子どもの権利を

考える会」代表の太田美由紀さんに講師をお願いし

て、5月24日「ともに学ぼう『子どもの権利』」の

学習会を行いました。	

「子どもの権利条約」の条文の中で気になるところ

を隣の人と話し合う時間があり、	

・子どもの権利条約ということでしたが、「生きづ

らさを抱えた子ども」の問題は子どもに限らず、大

人も共通。安心してくらせる社会をと再認識しまし

た。	

・子どもの権利をまもるには、自分の権利も守られ

ていなければという部分がとてもよくわかりまし

た。本当にそう思います。	

・子どもをはじめ、弱い立場にある人がみんな、一

人一人が大切にされ、その人らしく生きていける社

会になるといいなとつくづく感じました。みんなの

幸せを求められる社会にしたいですね。	

などの感想が寄せられました。	

	 いろいろ考えるきっかけとなる学習会でした。	

＊子どもの権利条約はユニセフのサイトでわかり

やすい一覧表が入手できます。	

https://www.unicef.or.jp/kodomo/nani/siryo/pd

f/CRCshouyaku/picture.pdf	

	 	

	 条例制定までに説明会やパブコメが行われます。

自分ごととして、子どもにも大人にも守られる条例

が作られるように、参加していきましょう。	
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8 月の市民運動などの予定
 
※今月、市民運動団体などが予定している各種会議やイベントなど、日程を掲載するコーナーで
す。編集部が把握する情報には漏れがあると思いますので、ぜひあなたの情報をお寄せください。 
※本紙に折り込んでほしいビラなどがありましたら、280部用意してください。会報製本・仕分
け作業日前日が締め切りとなります。折り込み希望の方は、可能な限り、会報の製本・仕分け作
業をお手伝いください。

狛江市議会第３回定例会	

	 8 月 27 日（水）本会議	

	 9 月 3、4、5、8 日一般質問	

	 9 月 10 日総務文教、11 日社会、12 日建設環境、各常任委員会	

	 9 月 24、25、26 日	 決算委員会	

	 10 月 6 日（月）本会議

日  時 会場など 内   容 問い合わせ先など 
３日（日） 
17 時～18時 

狛江駅前 Silent Standing		
《平和憲法を広める狛江連絡 
会》《こまえ九条の会》 

８日（金） 
10時30分～ 

みんなの広場 「豊かな狛江」９月号 
       編集会議  

9 日（土） 
17時30分～ 
18 時 30 分 

狛江駅前 
９の日行動（土日は 15時から
でしたが、猛暑のため 17 時
30分からとします） 

戦争なんてイヤだ！狛江市民
実行委員会 

20 日（水）
～ 
29 日（金） 

西河原公民館 
ギャラリー 
 

こまえ平和フェスタ2025 展 
示（原爆写真、核兵器禁止条 
約関連等） 

こまえ平和フェスタ実行委員 
会 

21 日（木） 
16 時～17時 

西河原公民館 
学習室３ 

《平和憲法を広める狛江連絡 
会》《こまえ九条の会》合同世
話人会 

新しい方の参加大歓迎です。 

25 日（月） 
14 時～16時 

みんなの広場 豊かな会拡大世話人会 世話人以外の方の参加歓迎で
す。 

26 日（火） 
9時 30分～ 

みんなの広場 豊かな会会報『豊かな狛江』 
9月号の製本・仕分け作業 

折り込みのある団体はご参加
ください。 

26 日（火） 
14 時～ 

東京土建狛江
支部会館 こまえ社保協事務局・役員会 各加盟団体の皆さんは、ご出 

席ください 
27 日（水） 
17時30分～
18時 30分 

狛江駅前 《消費税をなくす狛江の会》
の署名行動 

民主商工会や東京土建狛江支
部が中心。第４水曜日。 

31 日（日） 
13時30分～
16時 

エコルマホー
ル こまえ平和フェスタ 2025  
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「地域が混乱する」と都方針を否定する狛江の PFAS 行政 

PFAS汚染を明らかにする狛江の会	 重国たけし	
	

	 「狛江の会」は、狛江市が実施する井戸水調

査にＰＦＨｘＳを加えるよう求める陳情を６

月議会に提出しました。共産党（４人）と平井

議員は賛成でしたが、他の自民、公明、分・維

新、立憲などの反対多数で否決されました。Ｐ

ＦＨｘＳは毒性があることから国内法でも規

制されている PFASの一種です。東京都は、PFOA、

PFOS とともに水質検査の対象としており、自治

体実施調査についても補助金（3 分の２）の対

象としています。	

	 陳情は、今年度、市が独自に井戸水調査（１

４か所）をするとしながらもＰＦＨｘＳを検査

対象外としたことから、予算的にも市の追加分

は 10 万円足らずであることを指摘し、調布市

や府中市などでも実施されている３種類の調

査を求めた、内容を絞り込んだものでした。	

	 しかし、議会の審議では、ＰＦＨｘＳは現状

では国内の指針値が定められていないことを

あげ、「（計測は）市民に不安を与え、地域に混

乱をもたらす」として、自民、公明、維新、立

憲は、検査実施を否定しました。毒性は明確な

のだから、計測して実態を把握し、対策を検討

することは、予防原則の立場に立つならば当然

のことです。	

	 実は、この「地域に混乱」は、狛江市が３月

議会で答弁したものでした。つまり、狛江市も

市議会の自民、公明、維新、立憲も、小池都政	

の PFAS 施策を「混乱をもたらす」と否定した

のです。	

「会」では、引き続き、調査の拡充や血液検

査など、多摩地域のみなさん、全国の皆さんと

も協力して、PFAS 汚染の実態解明と米軍横田基

地など汚染源対策を求めて取り組んでいきた

いと思います。	

	

■地下水継続調査結果―引き続き指針値超	

６月末、都環境局から、2024 年の PFAS「地

下水継続監視調査」の結果が発表されました。	

	 過去に飲料水の指針値（１リットル当たり

50ng）を超えた井戸を継続的に調査するもので

すが、狛江では対象が３カ所あり、最大値の

410ngよりは下がっていますが、引き続き 200ng

を超えています。飲用井戸ではないものの、心

配は続きます。	

	

■シンポ「横田基地による PFAS 汚染」開催

（9 月 6 日、立川）	

	 多摩 PFAS 連絡会では、9 月 6 日（土）14 時

から、多摩地域の PFAS 汚染源である横田基地

に対する取り組みについてのシンポジウムを

立川相互病院講堂で開催します。山添拓参院議

員も報告します。ご参加ください。お問い合わ

せは重国（090-1775-9052）	

	

	

	

	



 ⑦ 

「あの夏の絵」狛江公演を終えて 

「あの夏の絵」狛江公演を成功させる会事務局	 西尾真人

	

	 公演は読者のみなさんを始めとする多くの

市民が、平和への想いを公演の成功に託して奮

闘された結果、大成功となりました。	

	 入場者は 529 名（内、大・高生 5、小・中生

49）、チケット売上げ・報告などから推定され

るチケット販売数は 603 枚（一般 522、大・高

６、小・中・招待 75）で、目標としていたエコ

ルマの満席とはなりませんでしたが、一般 500

枚を達成することができました。収支では５万

円弱の募金を含めて 20 万円強の黒字となりま

した。ここには、来場できないがチケットを購

入された 50 名近い皆様の想いも詰まっている

と理解しています。	

	

	 舞台の始まる前に３人の高校生が「狛江市平

和都市宣言」（1982 年、狛江市議会全会一致）

をしっかりとした口調で朗読、開幕へ緊張感を

高めました（写真）。	

	 舞台はアンケート（72名。内18歳以下11名）

によれば、期待以上か期待通りが 97％で、絶賛

されました。事実、観客と舞台の一体感、緊張

感がみなぎり、休憩のない２時間があっという

間に過ぎました。舞台終了後には、広島市立基

町高校の生徒によって描かれた「原爆の絵」が

ホワイエに展示されました。まさに圧巻で、多

くの人が見入っていました（写真）。	

観客は 7 歳の子どもから 90 代まで幅広い年

代層が来場され、アンケートによると半数以上

が「初めて」あるいは「数年に 1 度」で、ほと

んど観劇をしたことのない方たちでした。成功

させる会で行うメリットには、普段から演劇に

なじみのない方にも広げていける点もあるよ

うです。	

	

黒字の半分の 10 万円は、素晴らしい舞台で

魅せてくれた青年劇場にお渡ししました。残り

の費用で、基町高校生が描いた「原爆の絵」を

狛江でいつでも展示できるように、レプリカを	

	

作成することにしました。その保管と管理をお

願いし、これまで半年の間、会議室を使わせて	

いただいた東京土建狛江支部に３万円をお渡

ししました。	

成功させる会は、7 月 24 日に最後の打合せ会

をして解散しました。しかし、絵画のレプリカ

作成が残っているので、共同代表の東京土建狛

江支部の牧岡さん、新婦人の周東さん、そして

大熊さんの３共同代表と事務局が責任をもっ

てこの作業を行うこととなりました。	

ご協力いただいた「豊かな狛江」読者のみな

さん、心からお礼申し上げます。ありがとうご

ざいました。	

	

 開演前「狛江市平和都市宣言」を朗読 



 ⑧ 

  狛江の自然 

 

 

 

 

 

 

 

	

	

	

 
	 	 	 	 	 協賛募金にご協力ください！
	

	

	

	

	

	

ツミの幼鳥 
 市内の街路樹に、鳩ぐらいの大きさの日本で一番小さい鷹の仲間ツミが営
巣、野鳥に詳しいAさんに巣を教わって観察中。現在３羽が巣立ち準備中で、
近くの樹に移動したり、しばらく飛び去るようになった。鳩だと思われている
のか気にしている方もあまりなく、こっそり楽しませてもらっている。 
                   Photo by R.S （中和泉 周東） 
 

こまえ平和フェスタ 2025 

えがお ひろがれ！ いのち かがやけ！ 

～核兵器も戦争もない未来を子どもたちに～   
日 時：2025 年８月 31 日（日） 
    午後１時 30 分開演（０時 30 分開場）  
会 場：エコルマホール  
入場無料 こまえ平和フェスタ実行委員会 
 


